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99.5％就職内定率
平成25年3月卒業生

4年間の積み重ねが就職戦線に勝ち残るカギだ！

「自分で考える力」や「社会に出てからも学び続ける力」を
身につけることができるのは  “今しかないでしょ！”

平成25年度
就 職 状 況

　

本
年
3
月
の
本
学
卒

業
生
の
就
職
は
、景
気

回
復
の
兆
し
が
見
え
始

め
た
効
果
に
加
え
、近

年
の
公
的
機
関
に
よ
る

求
人
開
拓
や
就
職
支
援

が
成
果
を
上
げ
、就
職

内
定
率
は
前
年
同
期
比

0.4
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の

9
9
・
5
%
（
前
年
度

9
9
・
1
%
）を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、広
島
県
で
は
前

年
同
月
比
0.8
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の

9
1
・
2
%
、全
国
平
均
で
は
前
年
同
期

比
0.3
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
9
3
・
9
%

と
前
年
比
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

　

一
方
、一
昨
年
の
平
成
24
年
3
月
卒

業
生
の
内
定
実
績
で
は
、2
0
1
3
年

2
月
18
日
付
け『
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ

ン
』に
採
り
上
げ
ら
れ
、本
学
の
福
祉

健
康
学
部
が「
中
国
・
四
国
」地
域
別
ラ

ン
キ
ン
グ（
文
系
部
門
）で
第
１
位
、「
全

国
」文
系
・
理
系
別
ラ
ン
キ
ン
グ（
文
系

部
門
）で
第
14
位
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。こ
れ

も
本
学
の
就
職
指
導
が
教
職
員
一
体
と

な
っ
た
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た

結
果
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

就職実績の推移

最新版「大学就職率ランキングベスト100」
「中国・四国」地域別ランキング（文系部門）第１位

「全国」文系・理系別ランキング（文系部門）第14位
調査対象：平成24年3月卒業生
掲 載 先：東洋経済オンライン（2013.02.18掲載）

　データは各大学の就職課などが集計し、寄せられた回答から作成。
就職率は就職者数÷（卒業生数－大学院進学者数）で算出。掲載は卒
業生100人以上の学部が対象。
　医・歯・看護系・獣医系学部及び宗教・体育・芸術系学部は除く。家政系
及び教育系学部は「文系」に、文理融合型の学部については文系・理系
の学科数が多いほうへ分類。学部名は旧名称の場合がある。小数点2ケ
タ以下の差は同率として順位をつけた。
　地域別ランキングは、大学本部の所在地による分類。学部キャンパ
スの所在地と異なることがある。

福山平成大学
大 学 名 学 部 名 就職率

健康福祉 94.5％1 私
山口県立大学 社会福祉 92.7％2 公
鳴門教育大学 学校教育 92.0％3 国
くらしき作陽大学 食文化 90.7％4 私
島根県立大学 総合政策 90.1％5 公
ノートルダム清心女子大 人間生活 90.1％〃 私
広島文教女子大学 人間科 89.6％7 私
香川大学 教育 89.4％8 国
愛媛大学 教育 88.4％9 国
安田女子大学 文 88.2％10 私
ノートルダム清心女子大 文 87.8％11 私
岡山大学 教育 87.1％12 国
岡山大学 経済 86.6％13 国
川崎医療福祉大学 医療福祉マネジメント 86.6％〃 私
就実大学 人文科 86.4％15 私
美作大学 生活科 86.1％16 私
吉備国際大学 社会福祉 85.7％17 私
広島国際大学 医療福祉 85.6％18 私
安田女子大学 現代ビジネス 85.6％〃 私
広島大学 経済（昼間コース） 85.5％国20

順
位

「中国・四国」地域別ランキング（文系部門）

新潟医療福祉大学
大 学 名 学 部 名 就職率

社会福祉 99.4％1 私
中部学院大学 人間福祉 98.4％2 私
岩手県立大学 社会福祉 98.0％3 公
岐阜聖徳学園大学 教育 97.3％4 私
東京福祉大学 社会福祉 96.9％5 私
金城大学 社会福祉 96.5％6 私
東北女子大学 家政 96.2％7 私
聖隷クリストファー大学 社会福祉 96.1％8 私
和歌山大学 観光 95.9％9 国
白梅学園大学 子ども 95.8％10 私
群馬医療福祉大学 社会福祉 95.5％11 私
名古屋大学 経済 95.4％12 国
岐阜大学 教育 95％13 国
福山平成大学 健康福祉 94.5％14 私
静岡県立大学 経営情報 94.3％15 公
一橋大学 商 93.7％16 国
国際教養大学 国際教養 93.6％17 公
日本社会事業大学 社会福祉 93.6％〃 私
北海道文教大学 人間科 93.3％19 私
椙山女学園大学 教育 93.2％私20

順
位

「全国」文系・理系別ランキング（文系部門）

（情報提供元：大学通信社）

・・・・・・・・・・・・・・・・

就職内定率が語る
『きめ細やかな就職サポート』1
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2
0
1
3
年
度（
2
0
1
4
年
3
月
卒
）の
新
卒
採

用
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。山
陽
新
聞
が
広
島
、岡
山
、

香
川
県
の
主
要
企
業
の
2
0
1
4
年
春
の
新
卒
採
用

ア
ン
ケ
ー
ト
を
産
業
別
に
ま
と
め
た
2
0
1
3
年
3

月
28
日
の
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、「
増
や
す
」と
し
た

の
は
製
造
業
で
1
6
・
7
%（
前
年
調
査
9
・
7
%
）、

非
製
造
業
で
3
2
・
1
%（
同
2
9
・
1
%
）。い
ず
れ

も
前
年
に
比
べ
伸
び
ま
し
た
が
、『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』効

果
に
よ
る
景
気
回
復
に
期
待
し
非
製
造
業
で
積
極
採

用
が
目
立
つ
の
に
対
し
、製
造
業
は
依
然
慎
重
な
姿

勢
が
見
て
取
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
増
や
す
」

と
回
答
し
た
主
に
非
製
造
業
は
、『
営
業
・
販
売
の
強

化
』を
掲
げ
る
も
、足
元
の
円
安
・
株
高
を
受
け
た
景

況
改
善
が
製
造
業
を
中
心
と
し
た
地
場
企
業
ま
で
波
及
し
て
い
な

い
二
極
化
の
様
相
が
見
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、本
学
学
生
の
動
向
は
ど
う
か
と
言
い
ま
す
と
、残

念
な
が
ら
就
職
に
対
す
る
危
機
意
識
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

『
働
く
こ
と
』の
意
義
・
価
値
に
つ
い
て
考
え
た
り
業
界
研
究
を
行
っ

た
り
す
る
学
生
が
多
く
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。こ
の
４

年
間
の
大
学
生
活
の
中
で『
自
分
で
考
え
る
力
』や『
社
会
に
出
て
か

ら
も
学
び
続
け
る
力
』を
身
に
つ
け
な
が
ら
、自
分
に
合
う
業
種
・
職

種
は
何
な
の
か
、幅
広
い
視
野
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。就
職
課
で
は
3
年
生
を
中
心
に
年
間
3
0
コ
マ

程
度
の「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
主
催
し
開
講
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

積
極
的
に
出
席
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、こ
う
い
っ
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
通
じ
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
の
就
活
ノ

ウ
ハ
ウ
だ
け
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、も
っ
と
長
期
的
な
視
点
で
目
標

を
持
ち
、『
働
く
こ
と
の
大
切
さ
』を
学
び
つ
つ
自
分
の
夢
を
実
現
さ

せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

2013年度の採用計画
二極化か？2
 

「
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム

（
W
E
B
就
職
支
援
）」で

は
、学
生
に
入
学
時
か
ら

進
路
希
望
を
W
e
b
入
力

さ
せ
る
と
と
も
に
、３
年

生
後
期
か
ら
は
学
生
の
希

望
に
合
っ
た
求
人
情
報
を

メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、学
生
本
人
か

ら
入
社
試
験
の
現
況
並
び

に
結
果
報
告
を
W
e
b
入

力
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
本
人
と
教
職
員
が
共

有
す
る
情
報
に
基
づ
き
、進
路
が
決
定
さ

れ
る
ま
で
就
職
支
援
が
で
き
る
よ
う
な

指
導
・
相
談
体
制
を
電
算
化
を
通
し
て
実

現
し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の「
就
職
支
援

シ
ス
テ
ム
」で
は
前
述
以
外
の
機
能
と
し

て
、本
学
に
求
人
を
寄
せ
ら
れ
た
全
て
の

企
業
情
報
や
求
人
内
容
が
閲
覧
で
き
る

「
企
業
検
索
」・「
求
人
検
索
」等
の
機
能
の

他
、「
卒
業
生
情
報
」並
び
に
先
輩
達
が
就

活
体
験
し
て
き
た
そ
の
企
業
の「
活
動
報

告
」等
、多
く
の
情
報
が
学
外
か
ら
も
閲

覧
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、こ
の
シ
ス
テ
ム

の
運
用
と
有
効
活
用
は
今
の
学
生
が
如

何
に
登
録
を
行
い
活
用
し
て
い
く
か
、そ

し
て
、後
輩
達
に
そ
の
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
い
か
に
引
き
継
い
で
い
く
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、必
ず
情
報
を
登

録
し
活
用
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、卒
業
後
も
学
校

と
の
交
流
の
強
化
が
図
れ
る
の
で
す
。そ

し
て
、こ
う
い
っ
た
情
報
を
う
ま
く
利
用

す
れ
ば
い
く
ら
で
も
有
効
な
情
報
は
転

が
っ
て
い
ま
す
し
、ま
た
こ
の
情
報
は
就

職
戦
線
に
勝
ち
残
る
カ
ギ
と
も
な
る
は

ず
で
す
。し
っ
か
り
活
用
し
て
下
さ
い
。

「WEB就職支援（学内システム）」
（『ゼルコバ』）の活用3

　

学
生
の
中
に
は
、父
親
の
勤
務
先

を
知
ら
な
い
子
が
い
ま
す
。ま
し
て

や
、親
の
生
年
月
日
を
知
ら
な
い
学

生
は
も
っ
と
大
勢
い
ま
す
。一
方
、学

生
の
業
界
研
究
は
ま
ず
身
近
な
社
会

人
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
も
事

実
で
す
。で
は
、親
は
子
ど
も
の
就
活

に
ど
う
か
か
わ
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。毎
年
、同
じ
内
容
の
こ
と
を
申

し
上
げ
て
い
ま
す
が
、ま
ず

①『
親
が
ど
ん
な
思
い
で
こ
れ
ま
で

働
い
て
き
た
か
や
、仕
事
の
や
り
が

い
な
ど
を
子
ど
も
に
伝
え
て
ほ
し

い
』の
で
す
。ご
両
親
の
職
業
観
や
仕
事
に
関
す
る

話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ご
子
弟
が
仕
事
に
就
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
や
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
す
。加

え
て
、

②
ご
家
族
か
ら
見
た
ご
子
弟
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、

行
動
特
性
、強
み
・
弱
み
な
ど
を
伝
え
、自
己
分
析
を

促
す
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。更
に
、

③
就
職
を
希
望
す
る
企
業
・
施
設
の
所
在
地
や
勤
務

地
、転
勤
の
有
無
、福
利
厚
生
な
ど
の
お
互
い
の
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
、予
め
話
合
う

な
ど
し
て
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
擦
り
合
わ
せ
を
し
て

ほ
し
い
の
で
す
。最
後
に
、

④
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
な
る
べ
く

話
を
聞
い
て
あ
げ
て
下
さ
い
。そ
し
て
、企
業
選
択

で
は『
子
ど
も
が
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
や
考
え
で
そ
の

会
社
を
選
ん
だ
か
を
ま
ず
聞
く
』よ
う
に
心
掛
け
て

下
さ
い
。た
だ
、こ
こ
で
最
も
注
意
し
な
い
と
い
け

な
い
の
は
、親
の
価
値
観
を
押
付
け
た
り
出
し
ゃ

ば
っ
た
り
焦
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。特
に
、押

付
け
は
厳
禁
で
す
。

　

メ
ー
ル
が
普
及
し
、今
ど
き
の
学
生
達
は
目
上
の

人
と
話
す
機
会
も
減
り
会
話
力
が
落
ち
て
い
ま
す
。

親
子
の
会
話
を
通
じ
子
ど
も
の
得
意
な
面
や
良
さ

を
引
出
す
手
助
け
を
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

就活のサポート
　　　「親の心得」4

2014年春採用計画

製造業

増やす
16.7％

前年並み
48.5％

減らす
15.2％

採用しない
9.1％

未定
10.6％

2013年（平成25年）3月26日 山陽新聞

非製造業

増やす
16.7％

前年並み
48.5％

減らす
15.2％

未定
10.6％

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月
大 学 4 年 生

6月

（看護学部は概ね大学４年生からが実質の就活開始となります。）

「就職支援システム」の活用：１～４年生は毎学年始めに進路希望情報の登録・見直しを行うことにより、学生の進路希望に合った就職支援を
教員と就職課が一体となって行い、３・４年生の就職活動に繋げる。

学校行事
≪就職ガイダンス≫

就職活動のピーク

大学主催合同企業説明会

就活解禁

大 学 3 年 生

広報活動 採用選考活動

広報活動
採用選考活動は8月から

現行の倫理憲章
2015年3月卒（現在の3年生）まで

変更予定の倫理憲章
2016年3月卒（現在の2年生）から変更 就活解禁

就
職
課
長　

戸
原  

一
朗
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OrientationOrientation 新入生合宿  オリエンテーション  報告

　私は、今回の合宿をとおして
大学の仲間たちと交流を深め、
それによってこれからの大学
生活についてよく考えることが
できました。
　まず、１日目の合宿で私は友
達とバドミントンをしました。
そこで先輩や他の人たちとふ
れ合うことができました。その
夜、自分の部屋に戻り一緒に

なった友達と留学生でいろいろな話をしました。自分のことや大学のこと
など、話をするうちに打ち解けることができ、留学生に中国のことを教え
てもらいました。今まで関わりのなかった中国について少し知る機会がで
きました。
　次の日は、班に分かれてグランドゴルフをしました。今までゴルフをし
た事がなかったので、どんなものかは分からなかったけれども、やってい
く内に慣れていき、班の中で競い合うようになりました。このグランドゴル
フの中でも班の人とふれ合い、仲良くなることができ、楽しく活動すること
ができました。
　私は、まだこの大学に入ったばかりで何も分からず、不安なこともたくさん
あったので、この合宿を通していろんな人とふれ合い、仲良くなることがで
き、友達もできてこれからの大学生活に安心感が持てるようになりました。

経営学科

　私は、今回の合宿オリエン
テーションキャンプに参加す
る前日、友達ができるのか不安
でいっぱいでした。集合場所の
教室の扉を開けると優しく明
るい先輩方や近くにいた同級
生も話しかけてくれて、すぐに
友達をつくることができまし
た。合宿先では、キャンプファ
イヤーで楽しくダンスをした

り、履修相談の時には、自分にわかるように優しく丁寧に教えてくださいま
した。グループに分かれ、一晩過ごす宿に入れば、高校時代の思い出話等
に花が咲き、笑顔が絶えない夜でした。
　次の日は、グループに分かれて、グランドゴルフ。合宿の終わり頃には、
不安を抱いていた自分がいたことなど忘れていました。楽しい合宿にして
くださり、今こうして不安なく友達と過ごせるのも、企画してくださった先
輩方のおかげだと思っています。四年後、夢を叶えられるよう、みんなで励
まし合いながら、大学生活を送りたいと思います。

福祉学科

　僕たち一年生は、４月８日、
９日に、福山ふれあいランドで
合宿オリエンテーションを行い
ました。入学式から一週間も
経っていないこともあり、新しい
友達との初めての合宿は、楽し
みと不安の両面でドキドキしな
がらの参加になりました。
　キャンプの内容は、学生リー
ダーの先輩方が企画してくださ

いました。一日目は、まず自己紹介から始まりました。ほとんどの人が緊張し
ていたのですが、先輩たちが笑わせてくれ、最後には全員の笑顔を見ること
ができました。その後は、夜までドッジボールや人間知恵の輪をして、一つ
のゲームを終えるたびに会話の輪が広がっていき、どんどん仲良くなりまし
た。二日目は、班ごとにカレーを作りました。全員で作業を進めていくうち
に、班を超えた交流が生まれ、みんなで協力して美味しいカレーを作ること
が出来ました。
　今回の合宿オリエンテーションは、先輩方が何ヵ月も前から企画してくだ
さっていたと聞きました。僕も先輩たちのような学生リーダーになって、後
輩たちのために頑張ろうと考えています。この合宿を無駄にしないよう、み
んなで協力して４年間の大学生活を有意義に過ごしていこうと思います。

こども学科

　入学時に合宿オリエンテー
ションがあって本当に良かっ
たと今は思います。合宿前は、
少し話すことができても仲が
良いとまで言えるような友達が
あまりいませんでした。合宿が
始まっても最初の方は、同じ班
の人の名前を覚えるのも大変
でした。
　しかし、レクリエーションの

中で様々なスポーツを一緒に行っていくうちに班の人の名前を自然に覚
えることができ、話をすることも難なくできるようになりました。キック
ベース、キンボール、長縄跳びなどレクリエーションの中で行ったスポー
ツはどれも本当に楽しかったですが、それは学生リーダーとして合宿に参
加してくれた先輩たちのおかげだと思います。2日間の合宿でお世話に
なった学生リーダーには感謝の気持ちでいっぱいです。
　学生リーダーは「こういう時はどうしたら良いのか？」「どうしたら楽しん
でもらえるか？」など常に私たち1年生のことを考え、場の雰囲気を明るく
してくれました。やはり1年生と2～4年生との差は大きいと思いましたが、
合宿中の先輩たちの姿を見ていて、来年は私も学生リーダーとして合宿
に参加したいという思いが強くなりました。参加できるならば、先輩たち
のように「自分よりも他人のことを先に考えられる人」になりたいです。

健康スポーツ科学科

　新入生オリエンテーションの前夜、「友達ができるかな？」となかなか寝つけませんでした。しかし、クラス
メイトや先輩、先生方と話す機会があり、たくさんの友達が出来、とても充実した時間を過ごすことができま
した。平成25年度の新入生達は、ほとんどの学生が5分前行動ができるため、“さすが、高校時代とは全然違う
ものだ”と驚きました。私も時間を厳守できるようになろうと思いました。
　先輩方が企画してくださったレクリエーションでは、グループで話し合ったり、協力したりしながら行いま
した。グループ間での緊張もほぐれ、とても楽しかったです。キャンドルサービスで、私は“立派な看護師にな
るため勉学に一生懸命励んでいきます”と誓いました。私はみんなで切磋琢磨して看護師になりたいと強く
思いました。バレーの試合では、掛け声をかけたり円陣を組んだりしてなかなか白熱した試合だったと思い
ます。この経験を通して、チームの１人１人の距離が縮まった気がしました。
　この１泊2日の新入生オリエンテーションでは、看護についての学びを深め、友達の事も大切にし実りある
4年間を過ごしたいと思いました。先生や先輩方の御指導もあり新入生全員が怪我無く帰宅することが出来
ました。先生、先輩方、ありがとうございました。そしてこれから新入生一同どうぞよろしくお願い致します。

看護学科

1年　安光 鴻奈 1年　中村 悠大

1年　黒崎 優人 1年　土江 友樹

1年　中原なごみ
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辛
抱
強
い
勉
強
の
う
え
で
取
得
し
た
資

格
は
、就
職
活
動
の
う
え
で
力
に
な
り
ま

す
。そ
れ
だ
け
で
な
く
資
格
が
取
得
で
き
る

と
、大
き
な
達
成
感
と
満
足
感
が
得
ら
れ
、

物
事
に
取
り
組
む
自
信
も
つ
き
ま
す
。そ
の

た
め
経
営
学
科
で
は
、以
前
か
ら
学
生
に
資

格
取
得
を
勧
め
、支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、入
学
初
年
次
に
は
教
養
の
基
礎

で
も
あ
る「
漢
字
」の「
検
定
試
験
」受
験
を

必
須
と
し
て
い
ま
す
。2
年
次
以
上
で
は
、

“難
関
資
格
”（
日
商
簿
記
1
級
や
2
級
、基

本
情
報
技
術
者
試
験
や
応
用
技
術
者
試
験
）

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
勧
め
、そ
の
意

欲
の
あ
る
学
生
に
対
し
て
は
、学
科
の
教
員

が
直
接
厳
し
く
指
導
に
あ
た
る「
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ゼ
ミ
」を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

開
講
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
1
、2
年
の
動
き
と
し

て
意
欲
と
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、経
営
学
科

で
は
、学
生
の
取
得
を
め
ざ
す
資
格
に
も
広

が
り
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ま
た
、学
科
で
も
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環

と
し
て
、１
年
次
の
基
礎
演
習
時
間
に「
漢

字
検
定
試
験
」以
外
に
社
会
人
と
し
て
の
基

礎
的
教
養
を
学
習
す
る「
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検

定
ジ
ョ
ブ
パ
ス
」に
も
挑
戦
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、①
資
格
に
関
係
す
る
多
様
な

資
料
を
取
り
揃
え
る
、②
資
格
取
得
を
め
ざ

す
学
生
に
相
談
に
乗
り
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
、あ
る
い
は
③
可
能
な
資
格
試
験

に
つ
い
て
は
準
会
場
と
し
て
学
内
で
試
験
を

行
う
な
ど
の
、資
格
取
得
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
窓
口
機
能
を
担
う
も
の
と
し

て
本
年
度
設
置
し
た
の
が「
資
格
試
験
情
報

室
」で
す
。経
営
学
科
で
は
、こ
れ
を
機
に
資

格
の
取
得
者
が
多
様
な
分
野
に
広
が
る
と

と
も
に
、取
得
者
人
数
も
拡
大
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

教
授　

村
社　

隆

看護学科

Topics

　

近
年
、看
護
大
学
の
急
増
に
よ
り
実

習
地
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
大
学
が
多

く
を
占
め
る
な
か
、本
学
に
お
い
て
は
、

幸
い
な
こ
と
に
看
護
学
部
4
年
生
88
名

が
、近
隣
の
地
域
で
あ
る
福
山
市
と
尾

道
市
で
地
域
看
護
学
実
習
を
実
施
し
、一

人
一
人
の
学
生
が
十
分
な
実
習
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
看
護
学
実
習
で
は
、赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、全
て
の
人
を
支
援

の
対
象
と
し
、健
康
課
題
を
持
つ
個
人
・

家
族
・
集
団
・
地
域
住
民
全
体
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
に
つ
い
て
、健
康
診
査
や

健
康
相
談
、家
庭
訪
問
、健
康
教
育
な
ど

各
保
健
事
業
に
実
際
に
参
加
し
、指
導

保
健
師
や
教
員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら

学
ん
で
い
き
ま
す
。写
真
は
、学
生
が
実

習
地
で
行
っ
た
健
康
教
育
の
場
面
で
す
。

健
康
教
育
の
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、対
象
で
あ
る
地
域
住
民
が
理
解
し

や
す
い
内
容
で
あ
る
こ
と
、説
明
す
る

内
容
も
き
ち
ん
と
暗
記
し
、参
加
者
の

反
応
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
、

話
す
声
の
大
き
さ
や
ス
ピ
ー
ド
等
に
注

意
し
て
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
な
ど
考

慮
し
ま
し
た
。学
生
は
、指
導
保
健
師
や

教
員
に
助
言
を
受
け
な
が
ら
、初
め
て

地
域
住
民
を
対
象
に
健
康
教
育
を
実
施

し
ま
し
た
。健
康
教
育
の
当
日
は
、大
変

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、対
象
で
あ
る

母
親
や
子
ど
も
が
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
様
子
や
、保
健
師
・
保
育
士
等
の
ス

タ
ッ
フ
の
温
か
い
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、学

生
た
ち
の
手
作
り
の
健
康
教
育
は
無
事

に
終
わ
り
ま
し
た
。学
生
は
、看
護
専
門

職
の
一
員
と
し
て
、地
域
住
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
喜
び
と
達
成
感
で
、大
変
充
実
し
た

実
習
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

産
業
保
健
実
習
で
は
、福
山
市
医
師

会
健
診
セ
ン
タ
ー
、日
本
鋼
管
病
院
、常

石
造
船
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。そ
れ

ら
の
実
習
地
で
は
労
働
環
境
の
実
際
を

理
解
し
、働
く
人
々
に
対
す
る
健
康
管

理
の
体
制
と
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

今
月
に
は
、4
年
生
は
こ
れ
ら
の
実

習
を
終
え
ま
す
が
、今
後
も
就
職
試
験
、

卒
業
研
究
、看
護
師
・
保
健
師
国
家
試
験

の
受
験
勉
強
等
、色
々
と
大
変
な
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。今
後
、看

護
師
や
保
健
師
の
国
家
試
験
に
合
格

し
、豊
か
な
感
性
と
確
か
な
知
識
と
技

術
を
備
え
た
看
護
専
門
職
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
の
1
年
生
を
対
象
に
開

講
し
て
い
る「
基
礎
演
習
」で
は
、大
学
生
に
求
め

ら
れ
る
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

磨
き
、そ
し
て
目
標
達
成
に
向
け
た
課
題
発
見
力

を
高
め
る
一
環
と
し
て
、ク
ラ
ス
単
位
で
構
成
さ

れ
る
チ
ー
ム
対
抗
で
の「
ス
ポ
ー
ツ
実
践
」を
3

週
に
渡
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
を
実
施
種
目
に
選
ん

で
い
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
部
活
動
で
も
行
わ
れ

て
い
る
種
目
の
場
合
、学
生
間
で
経
験
値
や
技
能

に
差
が
出
て
し
ま
う
の
が
難
点
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、今
年
は
経
験
値
や
技
能
に
差
が
出
な

い
よ
う
な「
タ
イ
ヤ
渡
り
」（
大
中
小
と
大
き
さ
の

異
な
る
タ
イ
ヤ
を
タ
イ
ヤ
か
ら
落
ち
る
こ
と
な

く
チ
ー
ム
全
員
で
渡
り
き
る
速
さ
を
競
う
競

技
）、「
長
縄
と
び
」（
制
限
時
間
内
に
チ
ー
ム
全
員

で
跳
ん
だ
回
数
を
競
う
競
技
）、「
8
人
9
脚
」

（
チ
ー
ム
全
員
が
足
を
紐
で
結
ん
で
横
一
線
に
並

び
50
m
走
の
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
）を
実
施
種
目

と
し
、学
生
全
員
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
て
、チ
ー
ム
内
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
合
い
、目
標（
勝

利
）に
向
け
た
課
題
設
定
お
よ
び
課
題
の
解
決
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
は
、タ
イ
ヤ
か
ら
落
ち
る
こ
と
な
く

よ
り
速
く
タ
イ
ヤ
を
渡
り
き
る
た
め
に
、時
間
内

で
よ
り
多
く
跳
ぶ
た
め
に
、そ
し
て
紐
で
足
を
結

ば
れ
た
状
態
で
よ
り
速
く
50
m
を
駆
け
抜
け
る

た
め
に
、チ
ー
ム
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
課
題
を
見
つ
け
、そ
の
課
題
の
解
決

に
向
け
て
協
力
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
、

「
8
人
9
脚
」で
は
、8
人
の
足
並
み
を
出
来
る
だ

け
揃
え
る
た
め
に
身
長
差
を
考
慮
し
て
並
ぶ
位

置
を
設
定
し
た
り
、掛
け
声
に
よ
っ
て
踏
み
出
す

足
を
決
め
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

1
年
生
は
今
後
、授
業
、部
活
動
、ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
異
な
る
場
に
お
い
て
、大
小
様
々
な
目
標
の

達
成
に
向
け
て
課
題
を
発
見
し
て
い
く
こ
と
、そ

し
て
課
題
の
解
決
に
向
け
て
仲
間
と
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
合

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
う
し

た
時
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
実
践
」を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

講
師　

林
田　

馨

看護学科4年生が地域住民を対象に健康教育を行いました。

健康スポーツ科学科 基礎演習におけるスポーツ実践こども学科

電子黒板が導入されました　

経営学科

　

現
在
、福
祉
学
科
で
は
、主
に
社
会
福
祉
士
、精

神
保
健
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
の
た

め
に
、倫
理
を
踏
ま
え
た
社
会
福
祉
に
お
け
る
専

門
的
知
識
、技
術
を
取
得
し
、全
人
的
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
を
目
標
に
福
祉
の
プ
ロ
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
コ
ー
ス
、介
護
福
祉
コ
ー
ス
の
各
々

の
専
門
性
を
深
め
る
と
と
も
に
幅
広
い
人
間
力

の
育
成
の
た
め
に
、従
来
か
ら
行
な
っ
て
い
る
認

知
症
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
、福
祉
住
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
他
、

あ
ら
た
に
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
で
の
介
護
職
員
初

任
者
研
修
、医
療
事
務
な
ど
国
家
試
験
以
外
の
資

格
取
得
可
能
な
学
習
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
高
齢
者
福
祉
、障
害
者

福
祉
分
野
の
就
職
が
中
心
で
し
た
が
、平
成
26
年

度
か
ら
指
定
保
育
士
養
成
施
設
の
指
定
申
請
を

し
て
い
ま
す
。児
童
福
祉
分
野
の
拡
大
に
よ
り
児

童
養
護
施
設
及
び
障
害
児
施
設
、保
育
所
な
ど
多

様
な
分
野
へ
の
選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
科
の
学
生
が
、よ
り
目
的
意
識
の
高
い
専

門
職
と
し
て
自
覚
を
持
つ
こ
と
で
、地
域
社
会
へ

の
貢
献
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
い
え
ま
す
。地
域

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
人
材
育
成
を
今
後
も
目
指
し
ま
す
。新
し

い
分
野
へ
の
更
な
る
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

講
師　

加
藤 

友
野

福祉学科 児童福祉分野の就職拡大を目指して

　

平
成
22
年
に
、文
部
科
学
省
か
ら「
教
育
の
情
報
化
に
関
す

る
手
引
」が
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、そ
こ
か
ら
は
、情
報

化
を
教
育
の
質
向
上
の
た
め
に
有
効
か
つ
重
要
な
役
割
と
考

え
る
今
日
的
な
流
れ
が
読
み
解
け
ま
す
。こ
う
し
た
時
代
背

景
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、こ
ど
も
学
科
棟（
13
号
館
）３
Ｆ

の
多
目
的
実
習
室
に
電
子
黒
板
が
今
年
度
よ
り
配
置
さ
れ

ま
し
た
。４
月
初
旬
に
は
、こ
ど
も
学
科
教
員
を
対
象
と
し

て
こ
の
電
子
黒
板
の
活
用
研
修
会
が
行
わ
れ
、使
用
方
法
の

可
能
性
を
模
索
す
る
中
で
、各
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
構

想
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

小
学
校
教
員
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
と
は
、単
に

情
報
機
器
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、情
報
モ
ラ
ル
を
指
導
で
き
る
こ

と
も
今
や
不
可
欠
な
資
質
で
す
。不
特
定
多
数
と
簡
単
に
繋

が
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
を
用
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、そ

の
影
響
力
や
危
険
性
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。身
を
も
っ
て
実
感
し
て
か
ら
で
は
遅
い「
致
命

的
な
事
態
」と
な
ら
ぬ
よ
う
、今
後
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
る
教

育
的
課
題
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、小
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
、幼
児
教
育
に
お
い
て
も

そ
の
活
用
可
能
性
は
無
限
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、手
作
り
の
味
わ
い
や
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
方
な
ど

か
ら
、「
何
を
電
子
化
し
、何
を
電
子
化
し
な
い
で
お
く
の
か
」

と
い
っ
た
こ
と
も
、情
報
化
が
急
速
に
進
行
中
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、考
え
る
必
要
の
あ
る
課
題
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

助
教　

杉
野
本 

勇
気

講
師　

都
筑　

真

「資格試験情報室」を設置し、

資格取得を強力にサポートしています
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平成25年度 保証人懇談会  開 催
　本学では、例年、学習状況・生活態度等について保証人と教員との個
別懇談会を行っていましたが、昨年の「不景気」で学生の就職活動が早
まっている状況を踏まえて、昨年度から就職関係をプラスすることとな
り、懇談会の中身がより一層充実したもので教員と保証人の方の懇談
ができるようになりました。
　また、より多くの保証人の方に出席していただけるように懇談会の開
催を土曜日及び日曜日に設定いたしました。

平成25年度 福山平成大学一般奨学生　認定式

　福山平成大学一般奨学生が前年度の
成績を基に、一般奨学生選考会で選考
され、本年度は16名が採用されました。
一般奨学生認定式では、田口学長から
学生一人ひとりに認定書が手渡されま
した。

開催日 開催地 会場

8月25日（日）

8月25日（日）

9月  8日（日）

8月31日（土）

9月  1日（日）

広島

福岡

松江

福山

福山

平 成 2 5 年 度 　 一 般 奨 学 生
2年生次
3年生次
2年生次
2年生次
4年生次
3年生次
4年生次
2年生次
3年生次
4年生次

1名
2名
1名
1名
1名
2名
3名
3名
1名
1名

経 営 学 科

福 祉 学 科
こ ど も 学 科

健康スポーツ学科

看 護 学 科

■マナー向上キャンペーン■ 平成25年6月10日（月）～28日（金）の約3週間
“マナー向上キャンペーン”を実施しました。

　今回は、喫煙者へのマナー向上・ゴミのポイ捨て禁止・自
転車の駐輪マナー向上・学生の自動車乗入れ禁止の4点を
中心に、マナー向上を呼びかけました。
　学友会執行部や学生委員の呼びかけで、各サークル・各
学科から代表者が多数ご参加いただき、多くの学生が積極
的にキャンペーンを行うことができました。
　学友会執行部を中心に各学科・各サークル代表者全員が
力を合わせ、意欲的に活動を行ったことで、マナー向上に挙
げた4点とも学生へ広く周知できたと感じます。
　最終日は、参加者全員で学内および近隣の清掃活動を行
いました。また、学生委員の先生方も協力して下さいまし
た。お忙しいところ、本当にありがとうございました。

　今後も学生が中心となり、マナー向上を目指すとともに、誰もが快適に過ご
せるキャンパスにするためにも、継続してマナー向上キャンペーンを行って
いきましょう！これからも、皆さんのご協力をお願いします。

広島ガーデンパレス

福岡リーセントホテル

サンラポーむらくも

福 山 平 成 大 学

福 山 平 成 大 学
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2013/06/11現在

軟式野球部

第18回中国地区大学軟式野球連盟春季リーグ戦

第36回全日本大学軟式野球選手権大会

3/15～5/20

8/10～

東広島アクアスタジアム他

長野県長野市

優勝

出場

新体操部

第55回関西学生体操選手権大会 4/13～4/14 花園大学 出場

ボクシング部

第40回中国大学ボクシング選手権大会 5/31～6/2 広島市中区スポーツセンター ウェルター級　 　  優　勝　福田　将生（健4）

カヌー部　　　　

第34回中国カヌーレガッタ 5/4 八千代湖カヌーコース

成年男子カヤックペア   　  優　勝　野口　孝一（健3）・大下　公平（健2）　
成年男子カヤックシングル  　   準優勝　立平　諒　（健4）
　　　　　　　　第３位　  野口　孝一（健3）

ソフトテニス部

第35回中国学生ソフトテニスリーグ戦大会

第57回中国学生ソフトテニス優勝大会

第15回ソフトテニスシングルス選手権大会

第33回全日本大学ソフトテニス王座決定戦 6/4～6/6 東京体育館

5/1～5/5 広島県竹ヶ端運動公園
テニスコート

女子／団体　予選リーグ敗退

団体 ／男子 １部  第３位     　　女子 １部　優勝
個人 ／女子　   　優　勝　箱崎　優里（経2）・竹縄　菜摘（健2）
　　　　　　    　第３位　岡崎　優　（健4）・大江なつみ（こ4）
　　　 　　　   　第３位　須藤　瑞貴（健3）・大江　茜　（健1）
シングルス男子　 第３位　境垣内愛都（こ4）
シングルス女子     優　勝　箱崎　優里（経2）
　　　　　　    　準優勝　須藤　瑞貴（健3）

学友会執行部

第39回学長杯争奪競技大会

マナー向上キャンペーン

4/21

6/10～6/28

福山平成大学キャンパス

福山平成大学キャンパス

剣道部

第60回中四国学生剣道選手権大会 5/19 愛媛県武道館 個人戦 ベスト32 渡邊　太基 （こ2）

　

サッカー部

2013年度中国大学サッカーリーグ（１部）

2013年度中国大学サッカー選手権兼総理大臣杯予選

4/24～11/10

5/18～5/26

福山平成大学サッカー場  他

鳥取県

9位 （全10チーム18試合中9試合消化）

出場

第67回中国四国学生陸上競技対校選手権大会 5/18～5/20 香川県丸亀陸上競技場

陸上競技部
やり投げ
4×400ｍ

第３位
第４位

小坂　海登
夏木　恭平
盆子原　良太
林　翔太
清水　宅麻

（健2）

（健4）

（健4）

（健4）

（健3）

第77回中国大学バレーボールリーグ戦春季大会（１部）

第57回中国四国学生バレーボール選手権大会

第39回西日本バレーボール大学女子選手権大会

4/20～5/12

5/24～5/27

6/27～6/30

4/20～5/12

5/24～5/27

6/19～6/23

岡山県桃太郎アリーナ　他

松山大学　御幸キャンパス

広島立総合体育館

4位

敗退（決勝トーナメント2回戦）

ベスト16

2位

2位

ベスト8

女子バレーボール部

第77回中国大学バレーボールリーグ戦春季大会（１部）

第57回中国四国学生バレーボール選手権大会

第39回西日本バレーボール大学男子選手権大会

岡山県桃太郎アリーナ　他

松山大学　御幸キャンパス

兵庫県立総合体育館

男子バレーボール部

　

こ
の
度
、第
35
回
中
国
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
戦

大
会
に
お
い
て
、団
体
戦
で

優
勝
、4
連
覇
を
達
成
し
、第

33
回
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
王
座
決
定
戦
に
出
場
権

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

第
35
回
中
国
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
リ
ー
グ
戦
大
会
で

は
、福
山
平
成
大
学
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
、粘
り
強
さ

と
元
気
な
テ
ニ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
、近
年
勢
力
を
増
し
た
岡
山
大
学

を
倒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。部
の
歴
史
は
浅
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、日

頃
か
ら
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
部
員
全
員
で
支
え
合
い
、チ
ー
ム
が
一
つ

と
な
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
王
座
決
定
戦
の
舞
台
で
も
、選
手
・
応
援
団

が
一
つ
と
な
り
、予
選
突
破
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、中
国
地
区
代
表
と
し

て
、福
山
平
成
大
学
の
テ
ニ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
出
場
し
た
経
験
を
通
し
て
、チ
ー
ム
が
一
つ
と
な
る
こ
と
の

大
切
さ
、最
後
ま
で
諦
め
な
い
粘
り
強
さ
等
、様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
全
員
が
努
力
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、全
力
で
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
応
援
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ソフトテニス部
女子

第
36
回 

全
日
本
大
学
軟
式
野
球

                   

全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場

第
33
回 

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

                        

　    

王
座
決
定
戦
に
出
場

　

こ
の
度
、軟
式
野
球
部
は

第
十
八
回
中
国
地
区
大
学
軟

式
野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦

で
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
、四

年
連
続
六
回
目
の
全
日
本
選

手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を
掴

み
ま
し
た
。ま
た
中
国
地
区
大

学
軟
式
野
球
連
盟
春
季
リ
ー

グ
戦
初
と
な
る
六
季
連
続
で

の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
日
本
選
手
権
大

会
は
長
野
県
で
行
わ
れ
大
会

初
日
の
第
一
試
合
、沖
縄
代

表
沖
縄
国
際
大
学
と
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
出
場
し
た
全
日
本
選
手
権
大
会
で
は
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
た
も
の

の
惜
し
く
も
一
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
悔
し
さ
、先
輩
方
の
思
い

を
胸
に
日
々
厳
し
い
練
習
に
励
み
今
回
の
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

苦
し
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た
が
監
督
、部
員
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、野
球
部
全
員

の
力
で
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
、支
援
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
の
期
待
と
先
輩
方
の
思
い
に
結
果
と
い
う
形
で
少
し
で
も
返

す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
そ
れ
だ
け
で
満
足
は
し
て
い
ま

せ
ん
。中
国
勢
初
と
な
る
ベ
ス
ト
４
に
食
い
込
み
更
な
る
躍
進
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
舞
台
を
全
力
で
楽
し
ん
で
勝
て
る
よ
う
に
さ
ら
に
練
習
に
励

み
、平
成
大
学
軟
式
野
球
部
ら
し
く
一
丸
と
な
り
戦
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

応
援
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

軟式野球部
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平成26年度 入学試験日程

※備考：平成26年度 大学入試センター試験日程　1/18（土）・1/19（日）

推 薦 入 試 A 日 程

推 薦 入 試 B 日 程

前 期 入 試 A 日 程

前 期 入 試 B 日 程

後 期 入 試

センター利用入試（前期）

センター利用入試（後期）

11月7日（木）・8日（金）

12月7日（土）

1月31日（金）・2 月1日（土）

2月   2日（日）・3日（月）

2月21日（金）

3月14日（金）

個別学力試験は課さない

個別学力試験は課さない

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

10月12日（土）～11月  1日（金） 11月13日（水）消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

必　　着

11月25日（月）～12月  3日（火）

  1月  6日（月）～  1月25日（土）

  2月  4日（火）～  2月17日（月）

  2月26日（水）～  3月10日（月）

  1月  6日（月）～  1月25日（土）

  2月26日（水）～  3月10日（月）

11月22日（金）

試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 合 格 発 表

12月12日（木） 12月26日（木）

  2月  8日（土）   2月20日（木）

  2月25日（火）   3月  5日（水）

  3月18日（火）   3月26日（水）

  2月  8日（土）   2月20日（木）

  3月18日（火）   3月26日（水）

手 続 締 切一
般
選
抜
試
験

Ⅰ 期

Ⅱ  期

Ⅲ 期

10月  5日（土）

12月14日（土）

  3月13日（木）

●エントリーシートの提出

●面談結果通知

Ⅰ期

Ⅰ期

　8月  1日（木）～9月  2日（月）

　9月20日（金）

Ⅱ 期

Ⅱ 期

　10月  7日（月）～11月  8日（金）

　11月29日（金）

Ⅲ 期

Ⅲ 期　2月27日（木）　　

　1月  6日（月）～2月  8日（土）

経営

福祉健康

  9月24日（火）～10月  1日（火） 10月10日（木）

12月  2日（月）～12月10日（火）

  3月  3日（月）～  3月10日（月）

10月18日（金）

試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 合 格 発 表

12月18日（水）

  3月18日（火）

12月27日（金）

  3月26日（水）

手 続 締 切A
O
入
試

TEL 084-972-5001（代表）   FAX 084-972-7771　http://www.heisei-u.ac.jp/
〒720-0001   広島県福山市御幸町上岩成正戸117-1

福山平成大学福山平成大学広報委員会（学報作成部会）編　集

福山平成大学発　行

2013年7月25日発行日

 本学では、高校生や保護者の方に、学内の施設見学
や模擬講義、実習・演習を体験してもらうために、6月
29日（土）から見学会および体験入学会を実施してお
ります。「見学会」では、全天候型陸上競技場や人工芝
サッカー場を始め、34種47台のマシーンを設置して
あるトレーニングルーム、2棟ある体育館、最新設備
の整った看護学部棟、一昨年度末竣工したこども学
科棟などの施設見学を主に行います。また「体験入学
会」では、全体会で入試日程や入試方法の説明が行
われた後、各学科に分かれて模擬授業らびに模擬実
習・演習を行います。各学科での模擬実習・演習で
は、本学学生も参加し、高校生にも分かり易いよう、親
切丁寧に指導していきます。なお、オープンキャンパ
スは、下記の日程で実施されています。

オープンキャンパス

見学会
第2回  9月  7日（土）

体験入学会
第1回  7月27日（土）
第2回  8月24日（土）
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